
14 第46巻　日本公衛誌　第1号 平成11年1月15日

高齢邦人女性の身体機能を評価するテストバッテリの作成

低水準から高水準への適用を目指して
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目的　本研究は，高齢女性のさまざまな水準の身体機能を評価できるテストバッテリの作成を行

った。

方法　高い水準から低い水準までを抽出する基準は，日常生活における身体活動量と活動範囲と

した。テスト項目には生活関連活動（activities parallelto dailyliving）に関連の大きい17項

目を用い，178人（60～91歳）の女性に実施した。

結果　テストバッテリを作成する際の基準とした140人（基準群）の測定結果に主成分分析を施

したところ，全分散の63.5％を説明する5つの因子を抽出することができた。第一主成分は

全分散の31.4％を説明し，かつ14項目が0.4以上の因子負荷量を有していた。これらの結果

と，再検査法から得られる信頼性，各項目の尖度および歪度の結果を考慮して，4つの項目

（連続上腕屈伸；X1，8の字歩行；X2，豆運び；X3，ファンクショナルリーチ；X4）をテス

トバッテリの構成項目として選択した。次に，これら4項目に再度主成分分析を施し，その

第一主成分得点を身体機能の総合力と定義した。第一主成分得点を算出する式は以下のとお

りである。第一主成分得点＝0.063X1－0.055X2＋0.098X3＋0.042X4－2.65。このテストバッ

テリ（第一主成分得点の算出式）の基準関連妥当性を検討するために運動群（週に2～3回

運動を行っている）と非活動群（家事や仕事などの義務的活動を行っていない）の測定値を

代入して，双連続相関分析を行ったところ，r＝0.67（P＜0.05）の結果が得られた。

結論　以上のことより，今回作成した4項目からなるテストバッテリは高齢者のさまざまな水準

の身体機能を評価することができるものと思われる。
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